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要旨 

外来種の管理において，実施する対策が対象⽣物種の個体数低減または根絶にどの程度

有効かについての情報を得ることは有⽤である。本研究では，全国各地で⽣息が確認され

ている外来⿂であるブルーギルを対象とし，⽶国 Hyco 湖で構築された個体群モデルを利⽤

して，卵，未成⿂，成⿂の駆除割合がブルーギルの平衡個体数に及ぼす影響を評価した。

個体数が平衡状態に達するとは，⼗分な時間が経過した後に個体群増加率と駆除割合が釣

り合って，個体数が時間的に変化しない状況を意味する。 

卵，未成⿂，成⿂の駆除を個別に⾏った場合に平衡個体数を 1 未満にするには，それぞ

れ，少なくとも 92%，92%，84%の継続的な駆除が必要であった。卵の駆除割合が⼀定の

条件下において成⿂または未成⿂の駆除を加えることで，個別に駆除対策を実施するより

も少ない駆除割合で根絶に導くことができることが⽰された（ただし，駆除に要する総コ

ストが必ずしも減少するとは限らない点に留意）。さらに，卵及び成⿂の個別駆除について

は，それぞれ約 80%，60%未満の駆除割合までは平衡個体数が増加し，それを超えると個

体数が減少するという⼀⼭型の応答を⽰した。これは，当該個体群モデルにおいて産卵数

と 0 歳⿂の関係にリッカー型の密度効果を仮定しているためである。したがって，実際の

管理においてブルーギル個体群の動態に作⽤する密度効果の影響を把握・推定することも

重要であると考えられる。以上の結果が⽇本における現実の駆除事例にどの程度適⽤でき

るかは留意が必要であるが，駆除対象地域における個体群モデルを構築することができれ

ば，複数の駆除対策の効果を予測・⽐較することができ，より効果的な対策の選択を⽀援

することが可能になるだろう。 

 

補⾜情報 

本研究の結果は，以下の論⽂にまとめられたものである。論⽂のコピーが必要な⽅は，

岩崎まで是⾮ご連絡ください（yuichiwsk at gmail.com；送信時に at をアットマークに変

えて下さい）。また，本研究で⾏った計算の⼀部を Excel で追体験できるように作成した

Excel ファイルが以下の URL から落⼿可能です（http://goo.gl/f8Dmq）。駆除割合などパ

ラメータの値を変化させた場合に，将来の個体数がどのように変化するかが，ご⾃⾝で再

現できるようになっています。 
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